地区面接申請時必要書類
（２０１７年９月施行新進歩課程対応）

あすなろ地区　コミッショナー
２０１７年９月１日　作成
２０２０年６月1日　変更


２０１７年９月に施行された進歩課程に基づき、面接の手順および提出資料についてお知らせします。

１．はじめに

スカウト運動において指導者はスカウト教育法に基づいてスカウトを教育しています。
スカウト教育法には８つの特徴から成っていますが、その１つが「個人の進歩」であり、スカウト教育において大変重要です。

その進歩課程が２０１７年９月に変更になりました。
それに基づき、
・ボーイ課程およびベンチャー課程の菊スカウト章　（以下菊章）
・ベンチャー課程の隼スカウト章（以下隼章）
・ベンチャー課程の富士スカウト章（以下富士章）
の３章については地区面接を必要とします。

その手順や必要書類について以下に示しますので、面接を受けるスカウトの指導者はよくお読みください。


２．面接手順

面接の予定ができましたら、まずは進歩委員長（あるいは担当の副コミッショナー）にご相談ください。その後、面接申請書およびレポートの審査があり、目途が付きましたら団面接・地区面接を実施します。詳細は下図をご参照ください。

隊長は面接の意思を進歩委員長に連絡




申請用紙を進歩委員長に提出
（手直しが必要な場合あり）
レポート類を担当の
副コミッショナーに提出
（手直しが必要な場合あり）







面接日程を進歩委員長が決定
団面接を実施





地区面接を実施



（菊章、隼章の場合）
地区伝達式

（富士章の場合）
東京連盟面接
東京連盟伝達式
地区記念品贈呈式





３．進歩審査に必要なレポート

（1） 菊章の場合

	
	名称
	計画書
	報告書
	他
	備考

	菊
	２級ハイキング
	◎
	◎
	
	２級取得時、進級課目「3-(1)⑥ ハイキングの計画と実施」に供したレポート

	
	１級キャンプ
	◎
	◎
	
	１級取得時、進級課目「3-(1)⑥ １級旅行の計画と実施」に供したレポート

	
	キャンプの運営
	◎
	◎
	
	菊章進級課目「3-(2)班キャンプ又は隊キャンプの計画と実施」に供したレポート

	
	技能章（５個）
	
	
	◎
	技能章考査申請書（地区及び東京連盟の証認印要、コピー可）

	
	信仰奨励章
	
	
	◎
	東京連盟に提出した申請書（コピー可）



＊提出はメール送付でも構いません。


（２）　隼章の場合

	
	
	企画書
	計画書
	報告書
	他
	備考

	隼
	移動キャンプ
	
	◎
	◎
	
	下記参照

	
	BS隊への指導
	
	
	◎
	
	計測、通信、ロープ結び、のいずれか

	
	救急章、パイオニアリング章
	
	
	
	◎
	技能章申請書（東連承認済）

	
	他部門への奉仕
	
	
	◎
	
	報告書

	
	社会的弱者への支援
	
	
	◎
	
	活動記録

	
	プロジェクト（もしくは隊キャンプ）
	○
	◎
	◎
	
	下記参照。隊キャンプの場合は企画書は不要。


◎：必須、○：作成することを推奨

審査ポイント：

· ベンチャープロジェクト（もしくは隊キャンプ）の計画書（企画書がある場合は企画書）
· 計画書（もしくは企画書）にて明確な目的、具体的な目標が設定されているか？
· ベンチャープロジェクトの場合、要件（５個中２個以上）を満たすことが、計画書（もしくは企画書）に明示されているか？
· プロジェクトの場合、計画書に、（１）継続的な活動の場合はその日程・内容が、（２）最終的な本番活動がある場合はその準備や訓練の日程・内容が、記載されているか？
· 計画書（もしくは企画書）に指導者のコメントが記載されているか？

· 報告書
· 実施内容、目標、目的の各々に対してきちんと評価できているか？
· 改善策が考えられているか？
· 指導者がスカウトの活動をしっかり評価し、次の活動がより発展したものになるよう助言できているか？

＊できましたら申請時ではなく書類完成段階で閲覧させてください。



（３）　富士章の場合

	
	
	企画書
	計画書
	報告書
	他
	備考

	富

士
	自分の考えと将来の進路
	
	
	
	◎
	作文

	
	単独キャンプ
	
	◎
	◎
	
	２泊３日

	
	SFBの熟読
	
	
	
	◎
	感想文、

	
	奉仕活動
	◎
	○
	◎
	
	下記参照

	
	行事奉仕
	
	
	◎
	
	地区、東連、日連の行事

	
	奉仕の意義
	
	
	
	◎
	自分の意見をまとめる

	
	宗教章の取得もしくは努力
	
	
	
	◎
	宗教章取得証、もしくは
努力中である証明書類。

	
	技能章（計１５個）
	
	
	
	◎
	隼取得以降分のみで可。

	
	ベンチャープロジェクト
	◎
	◎
	◎
	
	個人で実施


◎：必須、○：作成することを推奨

＊奉仕活動、ベンチャープロジェクトの審査ポイントは隼の審査ポイントに準ずる

以上
1

